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環境パフォーマンス第６章　環境パフォーマンス

６－１　研究・教育活動と環境負荷の全体像
本学は、࠷先୺のڀݚ活動およͼڭҭ（人ࡐҭ成）活動に൐いଟくのΤネルΪーとさま͟まな物ࢿをফඅしています。

ΤネルΪーは主にిྗ、ガスであり、主な物ࢿは化学物࣭、紙、ਫです。そのため本学では、できるだけ環境ෛՙの少
ない事業活動を実現すべく環境อ全に౒めています。

R ECYC L E
2019年度 2020年度 2021年度

紙ྨݹ ⾵ 307 t ⾵ 258 t ⾴ 315 t

そのଞݯࢿ࠶化物 ⾴ 404 t ⾵ 2�� t ⾴ 331 t

中ਫ࠶ར༻ ⾵ 52ઍ m3 ⾵ 51ઍ m3 ⾴ �4ઍ m3

大学での研究・教育活動
　ɾڀݚڥ؀ʹΑΔ৽ٕज़։発
　ɾڭڥ؀ҭʹΑΔਓࡐഐग़
　ɾڭڀݚڥ؀ҭʹΑΔࣾձݙߩ

I N PUT
࢖ ༻ ྔ 2019年度 2020年度 2021年度

エ
ネ
ル
ギ
ー

ೖిྗߪ ⾵ ��
004ઍ kWh ⾵ 59
839ઍ kWh ⾴ �7
0�0ઍ kWh

都ࢢガス ⾵ �13ઍ m3 ⾵ 430ઍ m3 ⾵ 388ઍ m3

重༉ ʵ 0.97 kl ⾴ 1.05 kl ⾵ 0.82 kl

ガιリン ⾵ 0.2 kl ⾵ 0.1 kl ⾴ 0.2 kl

物
　
　
資

化学物࣭
 （2
335छ）
⾵ 75.3 t

 （2
288छ）
⾵ �0.3 t

 （2
834छ）
⾴ 8�.7 t

1RTRର৅物࣭ ⾵ 32.3 t ⾵ 25.5 t ⾴ 40.1 t

紙 ⾵ 53.� t ⾵ 28.3 t ⾴ 29.3 t

上ਫ道 ⾵ 215.5ઍ m3 ⾵ 171.0ઍ m3 ⾴ 187.2ઍ m3

OUTPUT
ഉ ग़ ɾ ഉ ਫ ྔ 2019年度 2020年度 2021年度

大
気
排
出
物

温ࣨޮՌガスഉ出ྔ ⾵ 31
449 t-$02 ⾵ 24
353 t-$02 ⾴ 32
780 t-$02

ೖిྗߪ ⾵ 29
927 t-$02 ⾵ 23
273 t-$02 ⾴ 31
781 t-$02

化石೩ྉ ⾵ 1
374 t-$02 ⾵ 9�3 t-$02 ⾵ 870 t-$02

上下ਫ道 ⾵ 148 t-$02 ⾵ 117 t-$02 ⾴ 129 t-$02

廃
棄
物

一ൠഇغ物 ⾵ 159.5 t ⾵ 119.2 t ⾴ 131.4 t

物غ業ഇ࢈ ⾵ 547.8 t ⾵ 442.� t ⾴ �01.2 t

水
資
源
排
出
物

下ਫ道への総ഉਫྔ ⾵ 213.5ઍ m3 ⾵ 1�8.7ઍ m3 ⾴ 18�.0ઍ m3

Ԛ染物࣭ഉ出ྔ

#0% ⾴ 14.5 t ⾵ 10.9 t ⾴ 12.� t

஠ૉ ⾴ 9.8 t ⾵ 5.5 t ⾴ �.8 t

リン ʵ 0.8 t ⾵ 0.4 t ⾴ 0.� t
˞前年度ൺの表ࣔ：૿Ճは⾴ɾݮ少は⾵ɾಉ一はʵで表ࣔ

׆ҭڭɾڀݚ
ಈ͕׆発ʹͳ
Γ����೥౓
ൺͰ΋૿Ճ
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６－２　エネルギー使用量
����೥౓ͷঢ়گͱ૿ݮཧ༝

2021年度は2020年度にൺべ3つの
キャンパスの合計ిྗ࢖༻ྔは、12.1ˋ
૿Ճ（2019年度ൺ1.�ˋ૿）となりました。

新型コロナウイルス感染症感染֦大๷
により一部オンラインत業౳もࡦରࢭ
行っていますが、昨年度にൺべてର面त
業や実ݧが૿えたため、ؾ׵しながらの
ྫྷ暖๪運సにより૿Ճとなりました。

の取組についてݮ࡟のྔ༺࢖大ిྗɾిྗ࠷ ˞
は、�-3「লΤネルΪーと$02ݮ࡟」21ทを
。রくださいࢀ
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（千kWh） （kWh/m2）
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用
量

電
力
使
用
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田町（附属高校）
すずかけ台
大岡山

原単位電力使用量（kWh/m2）

112.1%90.7%96.5%97.0%98.1%前年度比

163163
156156

395395

151151

134134

153153

413413

27,02627,026

39,62139,621

384384

403403
27,03827,03827,74527,745

24,52924,529

40,93640,93642,38542,385
34,90734,907

389389

26,83326,833

38,78238,782

電力使用量
電力使用量の推移

����೥౓ͷঢ়گͱ૿ݮཧ༝
2021年度は2020年度にൺべ3つの

キャンパスの合計ガス࢖༻ྔは、9.8ˋ
となりまし（ݮ2019年度ൺ3�.7）少ݮ
た。

3キャンパスでݮ࡟ྔ༺࢖に取り組ん
だことによるものと、新型コロナウイル
ス感染症感染֦大๷ࢭରࡦに൐いオンラ
インत業౳を行ったことによります。

（m3/m2）

原
単
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用
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90.2%70.1%98.1%98.0%97.3%前年度比

1.471.47 1.431.43

3131

1.401.40

0.960.96
0.880.88

3434

64646767 6666

530530537537 518518

2929

田町（附属高校）
すずかけ台
大岡山

原単位ガス使用量（m3/m2）

3131

364364 316316

3535
3333

3939

ガス使用量
ガス使用量の推移

����೥౓ͷঢ়گͱ૿ݮཧ༝
2021年度は2020年度にൺべ3つの

キャンパスの総ΤネルΪー࢖༻ྔは、
11.2ˋ૿Ճ（2019年度ൺ0.1ˋݮ）と
なりました。

新型コロナウイルス感染症感染֦大๷
により一部オンラインत業౳もࡦରࢭ
行っていますが、昨年度にൺべてର面त
業や実ݧが૿えたため、ؾ׵しながらの
ྫྷ暖๪運సにより૿Ճとなりました。
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量

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

111.2%89.9%96.7%96.7%98.3%前年度比

1.651.65
1.581.58 1.531.53

264264273273
263263

422422436436 400400

5.25.25.35.3
5.25.2 1.351.35

1.521.52

240240
263263

399399
355355

5.55.5
5.55.5

田町（附属高校）
すずかけ台
大岡山

原単位総エネルギー使用量（GJ/m2）総エネルギー使用量
総エネルギー使用量（熱量換算）推移

ର໘तۀ΍࣮ݧ
ͷ૿ՃʹΑΔ্ঢ

ର໘तۀ΍࣮ݧ
ͷ૿ՃʹΑΔ্ঢ
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６－３　省エネルギーとCO2削減
2021年度は、法ྩ౳にͮجく温ࣨޮՌガスݮ࡟、「ՆقのઅిとলΤネガイυライン」、লΤネثػのಋೖ౳によるল

Τネ活動をੵۃ的にਪ進し、ޮՌを上͛ました。

๏ྩنଇ౳ʹͮ͘جԹࣨޮՌΨεͷݮ࡟
˔๏ྩ౳Ұཡ

ɾ͔͚ͣ͢୆ΩϟϯύεશମͰج४஋ʹରͯ͠�೥ؒͰ�ˋ
ͷݮ࡟ʢ౒ྗ໨ඪʣ

•
省エネ法

エネルギーの使用の合理化等に関する法律

東京都条例
都民の健康と安全を確保する環境に関する条例

横浜市条例
横浜市生活環境の保全に関する条例

ɾେֶશମͰج४஋ʹରͯ͠�೥ؒͰྦྷܭ�ˋͷݮ࡟
東工大

省エネルギー推進行動計画

ɾຊֶશମͱͯ͠�೥ؒฏۉ�ˋͷݮ࡟ʢ౒ྗٛ຿ʣ

ɾେԬࢁΩϟϯύεશମͰج४஋ʹରͯ͠�೥ؒͰ��ˋͷ
຿ʢϖφϧςΟ͋Γʣٛݮ࡟

Ԇচ面ੵあたり	ᶷ
の
原༉ࢉ׵ΤネルΪー࢖
༻ （ྔ὚�ᶷ）をݮ࡟

४ഉ出ྔにରする年ج
間の$02ഉ出 （ྔ総ྔ）

（t）のݮ࡟

Ԇচ面ੵあたり	ᶷ
の
$02ഉ出ྔ	t
のݮ࡟

総 Τネ ル Ϊ ー ࢖ ༻ ྔ
（G+）のݮ࡟

˔লΤωϧΪʔͷ๏ྩ౳ͷ໘͔ΒΈͨ����೥౓ͷ࣮੷

法規則 基準値 実績値 削減率
（2021年度実績） 評価

省エネ法 0.03434（὚�ᶷ） 0.038�5（὚�ᶷ） （૿）-12.9ˋ ݮ࡟のˋ1ۉ5年間ฏڈ४஋：աج
ɹɹɹɹ1.3ˋʗ5年ɹݮ࡟：ୡ成

東京都条例 29
822（t�年） 19
791（t�年） 33.�ˋ
஋ۉ४஋：200�-2007年度総$02ഉ出ྔ（t）ฏج
実੷஋：2020-2024年度の5年間で27ˋݮ࡟
ɹɹɹɹ37.3ˋʗ2年ɹݮ࡟：見なしୡ成

横浜市条例 82.�9（t�ઍᶷ） 82.28（t�ઍᶷ） 0.5ˋ
४原単Ґ$02ഉ出ྔ（t）ج४஋：2018年度ج
実੷஋：2019-2021年度の3年間で3ˋݮ࡟
ɹɹɹɹ3.�ˋʗ3年ɹݮ࡟：ୡ成

本学行動計画 ��7
148（G+） �27
878（G+） 5.9ˋ
（+G）ྔ༺࢖४஋：2017年度総ΤネルΪーج
実੷஋：2018-2021年度で4ˋݮ࡟
ɹɹɹɹ27.1ˋʗ4年ɹݮ࡟：ୡ成

ʮઅిͱলΤωΨΠυϥΠϯʯͱͦͷޮՌʹͭいͯ

2021年度は、「અిとলΤネガイυライン」をࡦఆしました。ྫ年、目ඪ஋をఆめて全学を͛ڍてઅిɾলΤネに取
り組みましたが、新型コロナウイルス感染症感染֦大の影響により、਺஋的な目ඪを立てず、「અిとলΤネガイυライ
ン」によりઅిɾলΤネに取り組みました。

新型コロナウイルス感染症感染֦大๷ࢭରࡦによる一部オンラインत業౳も行っていますが、昨年度にൺべてର面त
業や実ݧが૿えたため、ؾ׵しながらのྫྷ暖๪運సにより૿Ճとなりました。

2020年度の࠷大ిྗྔにରしては、大岡山は10.5ˋの૿Ճ（2019ൺ0.1ˋ૿）、すずかけ୆は3.�ˋの૿Ճ（2019ൺ
。となっています（ݮˋ2.3

2020年度の総ిྗ࢖༻ྔにରしては、大岡山は15.8ˋの૿Ճ（2019ൺ1.2ˋ૿）、すずかけ୆は10.2ˋの૿Ճ（2019
ൺ0.7ˋ૿）となっています。

˔����೥౓೥ؒ࠷େిྗͷઅి࣮ࢪঢ়گ

キャンパス ໿ిྗܖ
（kW）

2019年度
大ిྗ࠷
（kW）

2020年度
大ిྗ࠷
（kW）

2021年度
大ిྗ࠷
（kW）

b21�b20
年度ൺ
（ˋ）

େ Ԭ ࢁ 9
3�0 9
09� 8
24� 9
109 110.5ˋ
͔͚ͣ͢୆ �
000 5
832 5
500 5
700 103.�ˋ

˔����೥౓૯ిྗ࢖༻ྔͷઅి࣮ࢪঢ়گ

キャンパス
2019年度

総ిྗ࢖༻ྔ
（ઍkWh）

2020年度
総ిྗ࢖༻ྔ
（ઍkWh）

2021年度
総ిྗ࢖༻ྔ
（ઍkWh）

b21�b20
年度ൺ
（ˋ）

େ Ԭ ࢁ 32
594 28
479 32
9�9 115.8ˋ
͔͚ͣ͢୆ 2�
833 24
529 27
02� 110.2ˋ

˞大岡山は学ज़国ࡍ৘報ηンλーɾଂ前会ؗをআく
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&7ɾ'$7ʢిࣗؾಈंɾ೩ྉి஑ࣗಈंʣͷిݯΛ༻いͨڥ؀ෛՙܰݮ
2021年3月に大岡山キャンパスとすずかけ୆キャンパスにE7（ిؾ自動ं）およͼ1$4（パワーコンデΟγϣナー）

をઃஔし、大岡山キャンパスで開発実ূを行うܥ౷ڠௐʗ෼ࢄ型ΤネルΪーγスςϜ（Τネスワロー）に઀ଓし、2021
年4月より運༻を開࢝しました。また、2022年3月に大岡山キャンパスに'$7（೩ྉి஑自動ं）もઃஔしました。

কདྷ的に自動ंが持つ஝ΤネルΪーデόイス（஝ి஑、ਫૉ）は、カーボンニュートラルΤネルΪーγスςϜにおい
て高いજࡏ性を༗しており、今後の開発がظ଴されています。

大岡山キャンパスEV 大岡山キャンパスEV 大岡山キャンパスFCV

༺࠾ͷثػ཰ޮߴ
空ௐػや-E%র明のߋ新およͼলΤネվमにより、合計で152.3t-$02�年の$02ޮݮ࡟Ռをಘることができました。

空調機を高効率機器に更新 大岡山 すずかけ୆

物໊শݐ 新୆਺ߋ Ռޮݮ࡟ 物໊শݐ 新୆਺ߋ Ռޮݮ࡟

80प年記೦ؗ 3୆ ʵ1.9tʗ年 大岡山๺2߸ؗ �୆ ʵ0.1tʗ年

αークル౩2 1୆ ʵ0.5tʗ年 大岡山๺実ݧ౩2" 1୆ ʵ0.4tʗ年

ҹࣨ࡮ 1୆ ʵ0.5tʗ年 ྘がٰ1߸ؗ 4୆ ʵ0.2tʗ年

事務局1߸ؗ 3୆ ʵ3.1tʗ年 ྘がٰ3߸ؗ 1୆ ʵ1.3tʗ年

大岡山੢3߸ؗ 7୆ ʵ7.4tʗ年 #1ŋ#2౩ 1୆ ʵ0.1tʗ年

大岡山੢8߸ؗ（E） 15୆ ʵ37.1tʗ年 #1ŋ#2-"౩ 1୆ ʵ1.8tʗ年

大岡山੢8߸ؗ（W） �୆ ʵ27.0tʗ年 #1ŋ#2-#౩ 2୆ ʵ0.8tʗ年

大岡山੢9߸ؗ 4୆ ʵ1.1tʗ年 #1ŋ#2-$౩ 1୆ ʵ4.5tʗ年

石઒୆1߸ؗ 10୆ ʵ5.5tʗ年 G1౩ 1୆ ʵ0.1tʗ年

石઒୆2߸ؗ 1୆ ʵ0.1tʗ年 G4౩ 1୆ ʵ0.4tʗ年

石઒୆�߸ؗ 1୆ ʵ0.7tʗ年 G5౩ 4୆ ʵ1.�tʗ年

大岡山ೆ3߸ؗ 5୆ ʵ3.�tʗ年 +1౩ 2୆ ʵ0.�tʗ年

大岡山ೆ�߸ؗ 4୆ ʵ2.9tʗ年 R1౩ 2୆ ʵ0.5tʗ年

大岡山ೆ8߸ؗ 12୆ ʵ29.0tʗ年 R2౩ 4୆ ʵ0.1tʗ年

อ݈管理ηンλー 5୆ ʵ0.2tʗ年 41౩ 1୆ ʵ0.1tʗ年

大岡山๺1߸ؗ 3୆ ʵ0.1tʗ年

照明器具や外灯をLED型に更新・変圧器を高効率機器に更新 大岡山 すずかけ୆

物໊শ౳ݐ 新୆਺ߋ Ռޮݮ࡟ 物໊শ౳ݐ 新୆਺ߋ Ռޮݮ࡟

国ྲྀަࡍ会ؗ 43୆ ʵ2.8tʗ年 本ؗ 431୆ ʵ7.5tʗ年

大岡山ೆ8߸ؗ 10୆ ʵ0.1tʗ年 ֎౮ �୆ ʵ2.2tʗ年

石઒୆�߸ؗ 9୆ ʵ4.2tʗ年 G3౩ 394୆ ʵ2.2tʗ年
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６－４　化学物質管理

1353ର৅෺࣭౳ͷڥ؀த΁ͷഉग़཈੍؅ཧ
1RTR（1ollutant ReleaTe anE TSanTGeS ReHiTteS）੍ 度は、人の݈߁や生ଶܥに༗֐なおそれのある化学物࣭が、事

業所から環境（大ؾ、ਫ、౔৕）へഉ出されるྔおよͼഇغ物や下ਫにؚまれて事業所֎へҠ動するྔを、事業者が自ら
೺Ѳし、国にಧけ出て、国が公表する੍度です。ର৅となる化学物࣭は年間࢖༻ྔが1t以上のもので、本学ではクロロ
ϗルϜ、ジクロロメλン、ϊルマルーϔキαンの3物࣭が֘౰します。これら1RTRର৅物࣭のҠ動ྔとഉ出ྔの೺Ѳの
ํ法を表1にࣔします。

Ҡ動ྔは5-5߲でड़べたγスςϜ౳を༻いてᶄのഇغ物とᶅの下ਫとからࢉ出し、ഉ出ྔはᶃの࢖༻ྔとҠ動ྔのࠩ෼
からࢉ出します。その݁Ռを表2にࣔします。

この3年間のਪҠをみると、コロナՒの影響をडけた2020年度をআいて、࢖༻ྔの૿Ճに൐いҠ動ྔは૿Ճしていま
す。一ํのഉ出ྔは֓Ͷݮ少しており、環境中への์出は少なくなってきています。これは5-5߲にड़べたようにఆظ的
に環境へのഉ出がଟいՄೳ性のあるࣨڀݚへ環境ෛՙݮ࡟の஫ҙىשを行い、ݮ࡟取組の実ࢪが൓өされていることが
。えられます。Ҿきଓき本学では化学物࣭の環境中へのഉ出を཈੍するよう管理を進めますߟ

౳ͷഉग़཈੍؅ཧࡎ༹ػ΁ͷ༗ؾதおΑͼେڥ؀ۀ࡞ͳͲͷࣨݧ࣮
本学において、化学物࣭は、局所ഉؾ૷ஔ（ώューϜϑーυ౳）の

中で࢖༻することを原ଇとし、ࢄشした化学物࣭が実ࣨݧ಺およͼ環
境中へഉ出されることを཈੍しています。

局所ഉؾ૷ஔ಺の化学物࣭をؚむ空ؾはഉガスॲ理૷ஔで、༗ػ溶
。へ์出していますؾऩさせた後に、大ٵはਫにࢎ、ணٵは活性୸にࡎ

実ࣨݧ಺の化学物࣭のೱ度は、ఆظ的にଌఆ（作業環境ଌఆ）を実
しています。その݁Ռと指ඪ（管理ೱ度）をൺֱし、ద੾な環境でࢪ
あるかをධՁします。վળがඞ要なୈೋ、ୈࡾ管理区෼となった場合
は、局所ഉؾ૷ஔのഉؾೳྗや࢖༻ํ法などのվળを行っています。
ୈೋ、ୈࡾ管理区෼となった原Ҽ物࣭（ਤ1ࢀর）の取りѻいについ
ては、特に஫ҙىשをしています。

集計方法 報告区分

①使用量 化学物質管理支援システムを用いて集計した該当化学物質使用量 使用量

②廃棄物 実験廃液・廃棄物処理申請システムを用いて集計した該当化学物質廃液・
廃試薬・実験系廃棄物総量 移動量

③下水 下水に流出した該当化学物質量（分析値×下水量）

④大気 ①−｛②+③｝＝大気への放出量 排出量

表1　PRTR報告データの集計方法

年度 2019年度 2020年度 2021年度

化学物࣭（kH） ྔ༺࢖ Ҡ動ྔ ഉ出ྔ ྔ༺࢖ Ҡ動ྔ ഉ出ྔ ྔ༺࢖ Ҡ動ྔ ഉ出ྔ

クロロϗルϜ 7
729 �
779 950 �
545 5
�23 922 9
317 8
473 844

ジクロロメλン 10
080 8
5�2 1
518 7
553 �
�91 8�2 14
052 12
305 1
747

ϊルマルʵϔキαン 11
311 8
843 2
4�8 8
944 �
457 2
487 12
842 10
598 2
244

合計 29
120 24
184 4
93� 23
042 18
771 4
271 3�
211 31
37� 4
835

表2　PRTR対象物質の使用量・移動量・排出量

ΫϩϩϗϧϜ
��ˋ

δΫϩϩϝλϯ
��ˋ

ϊϧϚϧʵϔΩαϯ
�ˋ

ͦͷଞ
�ˋ

図1　第二、第三管理区分となった原因物質の件数の割合

ίϩφՒͷ����೥౓Λ
আいͯݮগ޲܏
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現୅人はଟくの時間をݐ物ࣨ಺でաごすことから、ࣨ಺空ؾがԚ染されると、そのॅډ者がばく࿐されることで݈߁
への悪影響が問題となります。ϗルϜアルデώυなどのش発性༗ػ化合物やคじんなどのࣨ಺の発生ݯとして、಺૷ࡐ
ྉ、Ո۩やి化੡඼、Ոఉ༻඼、ௐ理や٤Ԏ、೩মث۩など人の活動、そして֎ؾから৵ೖするものなどがあります。

1970年୅前൒におけるオイルγϣックにより、লΤネルΪーのためにྔؾ׵の௿ݮがਤられたとともに、ݐங物のؾ
ີ化が進められました。ߋにࣨ಺にはカーϖットやॄثなど઀ணࡎをଟ༻したものでߏ成されたことでࣨ಺における空
が見つからؾ査をしても原Ҽとなるපݕ、者がෆఆयૌ（ମௐが悪いという自覚症状はあるがॅډが悪化し、その࣭ؾ
ないこと）をૌえることとなりました。W)0ではこのような症状で、問題となるݐ物を཭れるとղফするものをγック
ビルデΟング症ީ܈（γックビル症ީ܈）とݺんでいます。ಉ様に、1990年୅ॅ୐の高ີؾ化、಺૷ࡐྉの変化により
ಉ様にࣨ಺空ؾԚ染、特にϗルϜアルデώυೱ度の上ঢによる問題をγックハウス症ީ܈とݺͼます。

ࣨ಺の空ؾをਗ਼ড়にอつには、ࣨ಺にԚ染物࣭をೖれない、持ちࠐまない、ࣨ಺でのԚ染物࣭の発生をྗۃ཈える、
ࣨ಺でのԚ染物࣭をཹめないようআڈし、一୴発生したԚ染物࣭は଎やかにഉআすることがج本となります。よって、
Ԛ染物࣭のࣨ಺発生ݯを特ఆし、ࣨ಺では࢖ྗۃ༻しないことが重要となります。γックハウス症ީ܈の主原Ҽとされ
たش発性༗ػ化合物に関しては、ް生࿑ಇলから13物࣭の指਑஋およͼT70$（Total 7olatile 0SHanic $ompounE、
総ش発性༗ػ化合物）の࢑ఆ目ඪ஋がࣔされました。表1にش発性༗ػ化合物の指਑஋についてࣔします。ここでࣔした
指਑஋は、現時点でೖखՄೳなಟ性に܎る科学的஌見から、ώトがそのೱ度の空ؾを一生֔にわたって摂取しても、݈
、しࡏがଘݯな影響はडけないであΖうと൑அされる஋です。指਑஋のର৅となっている物࣭は、ࣨ಺に発生֐への༗߁
。よりもࣨ಺のํがೱ度が高い物࣭およͼར༻Մೳなಟ性に関するデーλのある物࣭からબఆされていますؾ֎

ࣨ಺に発生してしまったものは、଎やかにഉআするためにはؾ׵がඞ要となります。ؾ׵とは、悪化したࣨ಺空ؾを
ਗ਼ড়な֎ؾとೖれ׵えるとڞに、೤やਫৠؾを取りআくのにも༗ޮです。ඞ要となるྔؾ׵については、目ඪとなるೱ
度（指਑஋）、ࣨ಺の発生ྔと֎ؾೱ度によりٻめることがՄೳとなります。

さて現ࡏの新型コロナウイルスも、ࣨ಺のԚ染物࣭であることから、ؾ׵を行うことがٻめられております。しかし、
感染者からのウイルスの発生ྔ、感染にࢸるまでのばく࿐ྔが෼からないため、ඞ要となるྔؾ׵をنఆすることがで
きません。そこでް生࿑ಇলは、ؾ׵の悪いີด空間を
ආけることが重要であることから、ػցؾ׵ઃඋがある
場合には、ࣨ಺ೱ度がݐங物Ӵ生法のೋࢎ化୸ૉのج४
஋である1000ppm以下になるようにྔؾ׵を֬อする
ことをఏҊしています。ؾ׵ઃඋがない場合、ؾ׵ઃඋ
༰ྔがෆ଍している場合には、૭開けؾ׵もਪ঑してい
ます。あくまでも、新型コロナウイルスの感染にࢸるೱ
度をྀߟしたྔؾ׵ではなく、ݐ物にಋೖされている׵
してくださいというҙ味となってい༺࢖ઃඋをਖ਼しくؾ
ます。

本学では、新型コロナウイルス感染ରࡦとして、ྫྷ暖
๪ظであっても、૭開けؾ׵を行うことをਪ঑している
とこΖであります。しかしながらݐங物において、ඞ要
以上に֎ؾをೖれることは、࢖༻ΤネルΪーの大෯なロ
スにつながり、環境อ全、4%GT、カーボンニュートラ
ルの観点から՝題があります。さらに、ࣨ಺温೤環境の
悪化にも関܎し、ウェルネス、生࢈性の観点からも問題
があります。本学においても理工ܥ総合大学として、科
学的な࠷新の஌見により運༻を൑அすることがٻめられ
るとߟえています。

表1　揮発性有機化合物の室内濃度指針値

ର৅物࣭ ࣨ಺ೱ度指਑஋ʦЖH�m3ʧ

ϗルϜアルデώυ 100

トルΤン 2�0

キγレン 200

パラジクロロベンθン 240

Τチルベンθン 3800

スチレン 220

クロルϐリϗス 1（0.2）

ϑλルࢎジ-n-ϒチル 17

ςトラデカン 330

ϑλルࢎジ-n-Τチルϔキγル 100

ダイアジϊン 0.29

アηトアルデώυ 48

ϑェϊϒカルϒ 33

T70$（࢑ఆ目ඪ஋） 400

ʙτϐοΫεʙ
　　　ʮࣨ಺ʹお͚ΔԽֶ෺࣭ͱؾ׵ରࡦʹお͚Δ՝୊ʯ

環境ɾࣾ会理工学Ӄ ݐங学ܥ
※तɹ鍵 直樹ڭ

ங学会のݐ題目で、一ൠࣾஂ法人日本ڀݚの「ڀݚղ明に関する一࿈のߏػͼԚ染ٴ状物࣭の実ଶ೺Ѳࢠͼཻٴにおけるガス࣭ؾ಺空ࣨ」तはڭ௚थݤ˞
2021年度日本ݐங学会৆	࿦文
をड৆しました。

鍵研究室HP：http://www.create.mei.titech.ac.jp/
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第
６
章
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６－５　実験系産業廃棄物

実ݧഇӷはೋ࣍ચড়ਫまで回ऩし、࢈業ഇغ物（特別管理࢈業ഇغ物をؚむ）としてম٫または中࿨౳࣪ࣜॲ理を行って
います。ӷମഓ地は自然෼ղࠔ難な߅生物࣭౳をؚ༗する場合もあるため、本学では全ྔ回ऩしম٫ॲ理を行っています。

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
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0

300

600

900

1200

1500

1800

有機系
無機系

大岡山地区

192192

865865

148148

880880
7070

416416
323323

204204 275275
00

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
0

1800

1500

1200

900

600

300

発生量（kg） すずかけ台地区 有機系
無機系

197197
500500

302302 238238

9797

171171
9898

115115 3535 00

ഇࢼༀɾഇαϯϓϧ

ഇࢼༀɾഇαンプルྨは、༗ܥػɾແܥػそれͧれઐ門業者にҕୗし、ম٫およͼ࣪ࣜॲ理しています。2018年度は、
本学のഇࢼༀɾഇαンプルのഇغඅ༻౳の一部༗ঈ化前のۦけࠐみにより૿Ճしました。2021年度はキャンパス࠶開発
のため環境安全管理౩ഇࢭにともなう回ऩස度のݮ࡟により発生ྔが一時的にݮ少しました。

実ܗݻܥݧഇغ物は、࢈業ഇغ物としてম٫ɾ溶༥ॲ理を行い残ᕓはഇスラグとして౔৕վྑࡎ౳として࠶ར༻され
ています。ഇࢼༀの空ビン౳のガラスはスラグ化させるための重要なૉࡐとしてར༻されています。

実࢈ܥݧ業ഇغ物はଟ඼छの化学物࣭が෇ண、ؚ༗するためഇغ物の性状に合わせたదਖ਼ॲ理をしています。また、
ॲ理にあたりম٫時の೤回ऩや残ᕓのݯࢿ࠶化を重ࢹし、業者をબఆしています。
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６－６　その他物資

্ਫಓ࢖༻ྔ
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����೥౓ͷঢ়گͱ૿ݮཧ༝
2021年度は2020年度にൺべ3つのキャ

ンパス合計の上ਫ࢖༻ྔは、໿9.5ˋ૿Ճ
（2019年度ൺ13.1ˋݮ）となりました。

新型コロナウイルス感染症感染֦大๷ࢭ
ରࡦにより一部オンラインत業౳も行って
いますが、昨年度にൺべてର面त業や実ݧ
が૿えたことによります。
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����೥౓ͷঢ়گͱ૿ݮཧ༝
2021年度は2020年度にൺべ3つのキャ

ンパス合計の紙の࢖༻ྔは、໿3.5ˋ૿Ճと
なりました。

新型コロナウイルス感染症感染֦大๷ࢭ
ରࡦによりオンライン会ٞがఆணし、また
一部オンラインत業、ࡏ୐ۈ務౳も行って
いるため、ࢿྉ౳のిࢠഔମへのҠ行が進
んだことにより2019年度以前にൺべるとݮ
少していますが、昨年度にൺべてର面त業
が૿えたことやࡏ୐ۈ務から出ۈが૿えた
ことによりやや૿Ճとなっています。
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Լਫಓ࢖༻ྔ
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2021年度は2020年度にൺべ3つのキャ
ンパス合計の下ਫ࢖༻ྔは、໿10.3ˋ૿Ճ

（2019年度ൺ12.9ˋݮ）となりました。
新型コロナウイルス感染症感染֦大๷ࢭ

ରࡦにより一部オンラインत業౳も行って
いますが、昨年度にൺべてର面त業や実ݧ
が૿えたことによります。

Լਫಓ࢖༻ྔͷਪҠ

ର໘तۀ΍࣮ݧ
ͷ૿ՃʹΑΔ্ঢ

ର໘तۀ΍࣮ݧ
ͷ૿ՃʹΑΔ্ঢ

ର໘तۀ΍࣮ݧ
ͷ૿ՃʹΑΔ্ঢ




